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(54)【発明の名称】 ＥＬディスプレイの駆動装置、および駆動方法

(57)【要約】
【課題】  耳障りな雑音の発生を抑制可能なＥＬディス
プレイパネルを提供することができる。
【解決手段】  交番電圧にて線順次走査駆動され発光す
るＥＬディスプレイの駆動装置であって、そのディスプ
レイを構成する材料、構造により生じる固有の機械的共
振周波数を予め検出し、この予め検出された機械的共振
周波数以外の周波数領域でＥＬディスプレイを駆動する
駆動手段を有するＥＬディスプレイの駆動装置。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  交番電圧にて線順次走査駆動され発光す
るＥＬディスプレイの駆動装置であって、
そのディスプレイを構成する材料、構造により生じる固
有の機械的共振周波数を予め検出し、
この予め検出された機械的共振周波数以外の周波数領域
でＥＬディスプレイを駆動する駆動手段を有するＥＬデ
ィスプレイの駆動装置。
【請求項２】  前記駆動手段は、少なくとも入力される
画像データ信号から画像レート、走査周波数、表示画像
内容のいずれかの情報を検出するデータ信号解析手段
と、
このデータ信号解析手段から得られた情報により前記機
械的共振周波数以外の周波数領域で駆動する制御手段を
有するＥＬディスプレイの駆動装置。
【請求項３】  前記固有の機械的共振周波数は、ディス
プレイの駆動信号により発生する電歪－圧電現象により
生じた機械的振動により励振される請求項１または２の
ＥＬディスプレイの駆動装置。
【請求項４】  前記制御手段は、走査電極における電圧
印加極性反転タイミングを変更するように制御する請求
項２または３のＥＬディスプレイの駆動装置。
【請求項５】  前記データ信号解析手段は、画像データ
信号中の縦縞成分を抽出する縦縞状況検出手段と、画像
データ信号中の横縞成分を抽出する横縞状況検出手段
と、前記縦縞状況検出手段および横縞状況検出手段から
得られた縦縞データおよび横縞データから画像データ中
の縦縞成分と横縞成分との関係を判断する水平垂直画像
相関判定手段と、この水平垂直画像相関判定手段の結果
から極性反転周波数を調整する極性反転周波数判定手段
とを有する請求項２～４のいずれかのＥＬディスプレイ
の駆動装置。
【請求項６】  交番電圧にて線順次走査駆動され発光す
るＥＬディスプレイの駆動方法であって、
そのディスプレイを構成する材料、構造により生じる固
有の機械的共振周波数を予め検出し、
この予め検出された機械的共振周波数以外の周波数領域
でＥＬディスプレイを駆動するＥＬディスプレイの駆動
方法。
【請求項７】  少なくとも入力される画像レート、走査
周波数、表示画像内容のいずれかの情報を検出し、
前記機械的共振周波数以外の周波数領域で駆動する請求
項６のＥＬディスプレイの駆動方法。
【請求項８】  少なくとも入力される画像データから縦
縞成分と横縞成分を抽出し、
得られた縦縞成分、横縞成分の割合に応じて駆動周波数
を調整する請求項７のＥＬディスプレイの駆動方法。
【請求項９】  前記固有の機械的共振周波数は、ディス
プレイの駆動信号により発生する電歪－圧電現象により
励振される請求項６～８のいずれかのＥＬディスプレイ
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の駆動方法。
【請求項１０】  前記駆動は、走査電極における電圧印
加極性反転タイミングを変更するように駆動する請求項
６～９のいずれかのＥＬディスプレイの駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、ＥＬ（Electro 
Luminescence）ディスプレイを駆動するための駆動装
置、駆動方法に関し、特に、使用者に耳障りな雑音の発
生を低減し、かつフリッカにも考慮した駆動装置、駆動
方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】ＥＬ素子とは電界の印加によって物質が
発光する現象、すなわち、エレクトロルミネセンス（Ｅ
Ｌ）現象を応用した素子である。
【０００３】基本的に、ＥＬディスプレイに使用される
パネルは、ＥＬ発光層の両面を絶縁層で挟み、さらに上
下にマトリクス状に電極が設けられている。この上下の
電極間に発光しきい値以上の高電圧をかけると、発光層
に高電界がかかり発光する。このとき、発光層の表面に
は絶縁体の分極効果により、印加電圧を相殺する方向に
電圧が発生する。このため、そのまま放置すると、電界
は次第に弱まり、発光が停止する。再度発光させるに
は、分極により発生した電界を打ち消すために、印加電
圧の極性を反転させることが必要となる。従って、連続
的な発光を得るためには、交番電界を与える交流電圧で
駆動を行うことが必要となる。
【０００４】このような交流駆動の必要性を有するELデ
ィスプレイの駆動法として、大表示容量化、低消費電力
化を考慮した「双方向性push-pull対称駆動方式（p-p対
称駆動法）」が主流となっている。
【０００５】また、通常は同一画素に対して連続して同
極性電圧パルスを印加しさえしなければ、ELパネルの交
流駆動の必要性を満たすわけであり、そのためには１フ
レーム毎に書き込みパルス極性を反転するのみの、いわ
ゆるフレーム反転駆動を行えばよい。しかしながら、正
負パルス印加時の発光強度差によるフリッカを平均化し
て軽減するために、さらに１走査ライン毎に画素に加わ
る書き込みパルスを反転する方法が一般に用いられてい
る。
【０００６】ここで、p-p対称駆動法について以下に図
を参照しつつ説明する。ここでは、図３に示すように、
奇（偶）数番目の走査ラインＹp（Ｙp+1）に正（負）の
書き込み電圧を印加するフレームをAフレーム、一方、
偶（奇）数番目の走査ラインに正（負）の書き込み電圧
を印加するフレームをBフレームとする。
【０００７】なお、図において、HDは水平同期信号、Xq
はデータラインXqへの印加電圧波形、Ymは走査ラインYp
への印加電圧波形、Yp+1は走査ラインYp+1への印加電圧
波形、Yp-Xiは画素（p,q）での電圧波形、Yp+1 - Xiは
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3
画素（p+1,q）での電圧波形である。
【０００８】先ず、線順次にて選択されたAフレームの
一本の奇数番目走査ラインＹpに書き込み電圧Vw+Vmが印
加される。ここで、発光はVwより高い電圧を与えられる
ことにより開始し、このVwを発光しきい値電圧と呼ぶ。
【０００９】この同時刻にデータラインからは画素の発
光・非発光に基づきVmもしくは０Vが印加される。この
ため、選択走査ライン上の各画素には、データラインと
走査ラインとの電位差（Vw+Vm）、もしくはしきい値電
圧Vwが印加されることとなり、発光・非発光状態を生じ
る。そしてこの時、選択走査ライン以外の全ての走査ラ
インはフローティング電位とされる。
【００１０】次に、Aフレームの前記で選択された奇数
番目走査ラインＹpに続く偶数番目走査ラインＹp+1が選
択される。この場合には、選択走査ラインには書き込み
電圧－Vwが印加される。また、データラインからは上記
同様にしきい値電圧Vmもしくは０Vが印加される。そし
て－(Vw+Vm)もしくは－Vwが選択走査ライン上の各画素
に印加され、発光・非発光状態を生じる。この場合も奇
数番目ライン走査時同様、全ての非選択走査ラインはフ
ローティング電位とされる。
【００１１】この駆動をフレームの最初の走査ラインよ
り最終走査ラインまで繰返して行うことにより、Aフレ
ームの駆動を完了する。
【００１２】次に、続くBフレームでは、ELの交流駆動
の必要性を満たすために、Aフレームにおける奇数、偶
数走査ラインと反対の駆動を行う。すなわち、Bフレー
ムでは奇数番目走査ラインＹpに－Vwの負の書き込み電
圧を印加し、偶数番目の走査ラインＹp+1にVw+Vmの正の
電圧を印加する。ゆえにA、Bの２フレームにて各画素に
正負の書き込み電圧が印加される。
【００１３】このp-p対象駆動法により画素（p, q）に
印加される電圧波形を図３に示す。図３から分かるよう
に、データラインに印加する電圧と発光・非発光との関
係は、走査電極に印加する書き込み電圧極性により逆転
する。
【００１４】Aフレームの奇数番目（Bフレームの偶数番
目）走査ラインの走査時においては、データラインより
Vmが印加された画素は非発光となり、データラインより
０Vが印加された画素が発光する。
【００１５】同様にAフレーム偶数番目（Bフレーム奇数
番目）走査ラインの走査時においては、逆にデータライ
ンよりVmが印加された画素が発光し、０Vが印加された
画素が非発光となる。
【００１６】このようにして、各画素に所定に電圧を印
加する事により、発光・非発光状態を形成すると共に、
A・Bフレームにて逆極性の駆動を行うことで良好なＥＬ
発光を得ると共に、１走査ライン毎にも極性を反転する
事によりフリッカも防止している
【００１７】ここで、特開平６－３０８９１０号公報
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に、「EL素子では発光しきい値以上の電圧が印加されて
EL発光層が発光すると同時に振動が発生し、これはEL発
光層が、電圧を加えて電気分極を行わせると歪みが生じ
る、いわゆる圧電現象を生じるためであり、この振動が
空気中に伝播され音が発生し、この音の大きさや音程は
画像表示によって、すなわちEL発光層に印加される電圧
によって変化するので使用者にとって不快な雑音にな
る」、と報告されている。
【００１８】これを低減する目的で、同公報では、さら
にEL素子に補償素子部を設けて、この補償素子部に前記
EL発光層に加える交番駆動電圧と逆位相の電圧を印加
し、前記EL発光層の振動を打ち消すような振動を生じさ
せ、雑音を低減させる手段を報告している。
【００１９】さらに、特公昭６３－３０７４５号公報に
も、同様の現象に対する低減手段として、硬質透光板を
装備させ音を閉じ込める構造としたものが報告されてい
る。
【００２０】しかしながら、前記文献に記載されている
ＥＬ素子では、新たに補償素子部等を設けることによる
コスト増大、さらに消費電力増大等の問題が生じる。ま
た、回路系ばかりでなく、パネル自体に補償素子部、硬
質透光板を装備することにより物理的増大も多大なもの
となる。
【００２１】
【発明が解決しようとする課題】本発明の目的は、耳障
りな雑音の発生を抑制可能なＥＬディスプレの駆動装置
および駆動方法を提供することである。
【００２２】
【課題を解決するための手段】本発明は上記問題点を解
決するために、特に電気的にフローティング状態にある
非選択走査ラインとデータライン間で、大面積的に起こ
る電歪・圧電現象が耳障りな雑音となる振動発生にとっ
て支配的となる場合が多く、この振動周波数は駆動電圧
の極性反転周波数と一致し、及びその振動の大きさは表
示画像内容によって増減することに着目し、物理的なEL
ディスプレイの構成はそのままに、線順次走査の発光駆
動パルスの極性反転周波数を、表示する画像内容を少な
くとも表示駆動の１フレーム前までに検出し、それが振
動を起こしにくい表示画像時はフリッカ低減を考慮し
た、最高で１ライン毎の極性反転とする高速な極性反転
周波数とし、それが振動を起こし易い表示画像時はパネ
ルが振動しずらい周波数に、極性反転周波数を変更する
よう駆動することを特徴とした、EL駆動装置、駆動方法
である。
【００２３】すなわち、上記目的は以下の本発明の構成
により達成される。
（１）  交番電圧にて線順次走査駆動され発光するＥＬ
ディスプレイの駆動装置であって、そのディスプレイを
構成する材料、構造により生じる固有の機械的共振周波
数を予め検出し、この予め検出された機械的共振周波数
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5
以外の周波数領域でＥＬディスプレイを駆動する駆動手
段を有するＥＬディスプレイの駆動装置。
（２）  前記駆動手段は、少なくとも入力される画像デ
ータ信号から画像レート、走査周波数、表示画像内容の
いずれかの情報を検出するデータ信号解析手段と、この
データ信号解析手段から得られた情報により前記機械的
共振周波数以外の周波数領域で駆動する制御手段を有す
るＥＬディスプレイの駆動装置。
（３）  前記固有の機械的共振周波数は、ディスプレイ
の駆動信号により発生する電歪－圧電現象により生じた
機械的振動により励振される上記（１）または（２）の
ＥＬディスプレイの駆動装置。
（４）  前記制御手段は、走査電極における電圧印加極
性反転タイミングを変更するように制御する上記（２）
または（３）のＥＬディスプレイの駆動装置。
（５）  前記データ信号解析手段は、画像データ信号中
の縦縞成分を抽出する縦縞状況検出手段と、画像データ
信号中の横縞成分を抽出する横縞状況検出手段と、前記
縦縞状況検出手段および横縞状況検出手段から得られた
縦縞データおよび横縞データから画像データ中の縦縞成
分と横縞成分との関係を判断する水平垂直画像相関判定
手段と、この水平垂直画像相関判定手段の結果から極性
反転周波数を調整する極性反転周波数判定手段とを有す
る上記（２）～（４）のいずれかのＥＬディスプレイの
駆動装置。
（６）  交番電圧にて線順次走査駆動され発光するＥＬ
ディスプレイの駆動方法であって、そのディスプレイを
構成する材料、構造により生じる固有の機械的共振周波
数を予め検出し、この予め検出された機械的共振周波数
以外の周波数領域でＥＬディスプレイを駆動するＥＬデ
ィスプレイの駆動方法。
（７）  少なくとも入力される画像レート、走査周波
数、表示画像内容のいずれかの情報を検出し、前記機械
的共振周波数以外の周波数領域で駆動する上記（６）の
ＥＬディスプレイの駆動方法。
（８）  少なくとも入力される画像データから縦縞成分
と横縞成分を抽出し、得られた縦縞成分、横縞成分の割
合に応じて駆動周波数を調整する上記（７）のＥＬディ
スプレイの駆動方法。
（９）  前記固有の機械的共振周波数は、ディスプレイ
の駆動信号により発生する電歪－圧電現象により励振さ
れる上記（６）～（８）のいずれかのＥＬディスプレイ
の駆動方法。
（１０）  前記駆動は、走査電極における電圧印加極性
反転タイミングを変更するように駆動する上記（６）～
（９）のいずれかのＥＬディスプレイの駆動方法。
【００２４】
【作用】本発明者による実験及び考察の結果、線順次駆
動において表示させるべく書き込み電圧を印加されてい
るわずか一本の選択走査ラインとデータライン間との電
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位状態による電界によって引き起こされる電歪・圧電現
象よりも、同時刻に電気的にフローティング状態にある
多数の非選択走査ラインとデータラインとの間で、大面
積的に起こる電歪・圧電現象が、耳障りな雑音にとって
支配的となっていることが明らかとなった。
【００２５】前記したように選択走査ライン以外の全走
査ラインは、選択走査ラインに書き込み電圧を印加して
いる同時刻に、全て電気的にフローティング状態とされ
る。フローティング状態であるゆえ、非選択走査ライン
の電位は、選択走査ライン上の画素を発光・非発光させ
るためのデータラインへの印加電圧に依存して、容量結
合によりほぼそれの平均電位となる。
【００２６】すなわち選択走査ライン上のX個の画素に
対するデータラインへの印加電圧値を各々Vd1~Vdxとし
た時、同一時刻の全ての非選択走査ライン電位VsFは、
VsF = (Vd1+Vd2+…..+Vdx-1+Vdx) / X
となる。
【００２７】ゆえに、例えば320×80画素を有するパネ
ルの場合で、選択走査ラインへの表示をすべくデータラ
インにVmもしくは０Vの電圧を印加し、その時の発光画
素数と非発光画素数とがパネル左右で１６０画素づつと
同数であったとすると、同時刻の非選択ラインの電位
は、
VsF = (0×160 + Vm×160)/320 = Vm/2
となり、非選択走査ラインとVmが印加されているデータ
ラインとの間には Vm-Vm/2=Vm/2の、０Vが印加されてい
るデータラインとの間にも 0-Vm/2=-Vm/2の電位差が、
選択走査ライン以外の部分で大面積的に発生している。
【００２８】同様に例えば同パネルで、選択走査ライン
上の発光画素数が２０、非発光画素数が３２０－２０＝
３００であったとすると、
VsF = (0×20 + Vm×300)/320 = (15/16)Vm
となり、上記式ではVmが印加されているデータラインと
の間にはVm－(15/16)Vm=(1/16)Vmの小電位差が、０Vが
印加されているデータラインとの間には０－(15/16)Vm=
－(15/16)Vmの大電位差が発生する。
【００２９】この場合は、パネル上面積占有が低い20デ
ータラインと非選択走査ライン間には大電位差が発生す
るが、大面積を占める300データラインと非選択走査ラ
イン間には大きな電位差が発生しないこととなる。
【００３０】さらに、走査ライン方向に全くデータ変化
の無い、例えば横縞画像表示時や全画面発光、消灯時等
は
Vd1 = Vd2 = …..  = Vdx-1 = Vdx
である。ゆえに、電気的にフローティング状態にある全
非選択走査ラインの電位は
VsF = Vd
と、データライン電位とほぼ等しくなる。このため、非
選択走査ラインとデータライン間には電位差を殆ど生じ
ない結果となる。
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7
【００３１】このように画像内容によってはパネル上大
面積を占める広さに渡って大電位差を与えるデータライ
ンへの印加電圧は、前述のとおり走査電極に印加する書
き込み電圧極性の反転に伴い反転され、この反転する周
期の逆数を極性反転周波数と呼び、この周波数にて電位
差の向きが反転し電界を発生する。
【００３２】そして、この電界がＥＬ素子構造体の発光
層や誘電体層（絶縁層）等の圧電現象を誘発し、上記公
報に指摘されているような振動を生じて、耳障りな音を
発生する。
【００３３】一方、一般に一定の形状の圧電素子に交流
電圧を加え、その周波数を変化させていくと圧電素子が
非常に強く振動する周波数があることが知られている。
つまり、印加する交流電圧の周波数によっては、その圧
電素子によって振動しずらい周波数も同様に存在する。
【００３４】ここで、前記特公昭６３－３０７４５号公
報に、ELパネルの線順次駆動方式では画素に印加される
電圧周期同様の振動を繰返している、とあり、振動の回
数は１秒間に〔フレーム周波数×走査ライン数＋α〕/
２回であり、データ信号にもよるが、フレーム周波数が
60Hz、走査ライン数が256本、α=4の場合、7.8kHzを基
本周波数とする音が発生する、とある。
【００３５】上記のように、パネルは何らかの駆動周波
数に依存して振動回数が決定されるわけであるが、前
記、一定の形状の圧電素子における共振・非共振現象と
共に鑑みると、振動を励起させる駆動周波数を、その圧
電素子であるELパネルが振動しにくい周波数領域にて動
作させることができれば、その対象パネルにおいて振動
を抑制できることは容易に考えられる。
【００３６】前記従来文献では、「EL素子では発光しき
い値以上の電圧が印加されてEL発光層が発光すると同時
に振動が発生し~」と述べているが、振動はEL発光層が
発光するときに起きるだけのものではない場合も存在す
る。
【００３７】図４は、図１２に示す縦縞表示の画像にお
いて、線順次駆動におけるデータラインへの電圧印加は
そのままに、通常どおりに表示すべき選択ラインへの線
順次電圧印加を行った際の音圧測定結果であり、図５は
選択走査ラインに電圧印加を行わずこれもフローティン
グ状態とした時の音圧（音声周波数：音圧）測定結果で
ある。
【００３８】これらの例では、約１２kHz近辺にピーク
を持つ、静音周波数帯域に対して約５０dB程度高い音圧
レベルが測定されている。
【００３９】図５の状態では、当然発光しきい値Vwのよ
うな高電圧はどこにもかかっていない。つまり、図５の
場合は全く表示発光は無いわけだが、その１２kHz近辺
の音圧レベルは図４の場合と殆ど変化がない。従って、
上記文献の「発光しきい値以上の電圧が印加されてEL発
光層が発光する~」ことによる振動は、殆ど大勢に対し
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て支配的にはなっていないことが確認できる。
【００４０】そして、測定された基本となる振動に支配
的な周波数１２kHzは、正負パルス印加時の発光強度差
によるフリッカを平均化して軽減するため１ライン毎に
画素に加わる書き込みパルス極性を反転している「極性
反転周波数」、すなわちこの１ライン毎の反転時は「走
査周波数／２」である。
【００４１】ここで、線順次走査における１ライン走査
あたり時間の逆数を「走査周波数」と呼び、１フレーム
あたり時間の逆数を「フレーム周波数」と呼ぶ。例え
ば、全８０走査ラインを持つパネルにおいて、１フレー
ムの走査を完了するまでに3.33..msecかかる場合、フレ
ーム周波数=1/3.33..msec=300Hzであり、走査周波数＝1
/｛3.33..msec/（80ライン＋α）｝=約２４kHzとなる。
【００４２】ここで、αは表示には関係しない無効ライ
ン数であり、通常は０もしくは数ラインである。また、
「極性反転周波数」とは、前記した「極性反転」される
周期の逆数であり、例えば上記走査周波数２４kHzの場
合で「１ライン毎の極性反転」では２ラインの走査にて
１周期となるため、その際の極性反転周波数は、走査周
波数24kHz/2=12kHzとなる。評価実験はこのパネル、駆
動周波数により行っている。
【００４３】図６は書き込みパルスの反転を１ライン毎
から２ライン毎に変更した際の音圧測定結果であるが、
図４，５の場合に対して1/2の周波数である６kHz近辺に
大きい音圧の山が移っていることが確認できる。これ
は、２ライン毎に書き込みパルスを反転する際の極性反
転周波数である６kHzと一致している。すなわち、極性
反転周波数そのものが、振動に支配的な振動周波数とな
ることがわかる。
【００４４】ゆえに、この極性反転周波数を、ELパネル
の交流駆動の必要性を満たす範囲でパネルが振動しずら
い周波数に変更することにより、振動が低減されること
は容易に推測できる。
【００４５】ここで、ELパネルの交流駆動を満たす範囲
とは「１ライン毎の極性反転」から「１フレーム毎の極
性反転」までの範囲であり、この間であれば「任意の数
のライン毎の極性反転」を行うことにELの発光としては
問題は無い。
【００４６】図７は、図１２の縦縞表示画像において、
極性反転周期を「１フレーム毎」、すなわち前記同様ラ
イン数で述べると「80+αライン毎」と、非常に遅くし
た時の音圧測定結果である。１ライン毎の極性反転周波
数１２kHz上に発生していた、静音周波数帯域に対して
約５０dB程度高い音圧は約１５dB程度に減っており、や
はりこの極性反転周波数が、振動に支配的となる周波数
と一致していることが確認できる。
【００４７】一方、変更した１フレーム毎の極性反転周
波数、すなわち、走査周波数２４ｋHz/〔（80+α）ライ
ン×２〕＝約150Hz上の音圧レベルは非常に軽微なもの
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となっていることが確認できた。従って、対象パネルが
この周波数では振動しずらい事も同時に確認できた。実
際に試聴しても、耳障りな雑音は非常に減っていた。
【００４８】さらに、対象パネルに全面的に交流電圧を
印加し周波数を振った際の音圧測定結果では、やはり対
象パネルを１フレーム毎に極性反転する低周波数領域
で、１ライン毎に極性反転させる周波数領域での音圧よ
りも非常に落ちていることが確認できた。
【００４９】ここで、振動抑制における極性反転周波数
変更の有効性が明らかになったわけであるが、しかしな
がら、振動しずらいからとはいっても、１フレーム毎を
含む多数ライン毎の極性反転を行うと、当然ながらフリ
ッカ軽減効果は軽微なものになってしまうという不具合
がある。
【００５０】図８は、図１２に示すような横縞表示の画
像において、図９は全面発光表示において、図４の場合
同様に１ライン毎の極性反転を行い発光駆動を行った際
の音圧測定結果である。これらの場合は縦縞表示である
図４の場合に対して、その極性反転周波数約１２kHz上
における音圧レベルは非常に低いものとなっている。
【００５１】前述したように、このような走査ラインと
平行方向に全くデータラインからの印加電圧が変わらな
い表示画像の場合は、フローティング状態である非選択
走査ラインの電位が容量結合によりデータラインの電位
とほぼ等しくなる為、両者の間で殆ど電位差を生じな
い。
【００５２】ゆえに、極性反転周波数は図４の縦縞表示
時と等しいとしても、発生する振動としては軽微なもの
となっている。
【００５３】さらに図１０は、図１３に示す細かい縦縞
表示の画像において、図４の場合同様に１ライン毎の極
性反転を行い発光駆動を行った際の音圧測定結果であ
る。この場合も太い縦縞表示である図４の場合に対し
て、その極性反転周波数１２kHz上における音圧レベル
は非常に低いものとなっている。
【００５４】太い縦縞表示時も細い縦縞表示時も、横縞
表示時等に比べて、フローティング状態の非選択走査ラ
インとデータライン間との電位差はほぼ同様に大きい。
しかし、太い縦縞時は同時刻のその電位差の向きがパネ
ル上で大面積に渡って等しいのに対し、細い縦縞時はパ
ネル上で細かく分散されている。
【００５５】その為、発生する振動の大きさとしては、
パネル面内での振動の向きの細かい分散によって、太い
縦縞表示時よりも細い縦縞表示時の方が小さくなる。
【００５６】
【発明の実施の形態】本発明のＥＬディスプレイの駆動
装置は、交番電圧にて線順次走査駆動され発光するＥＬ
ディスプレイの駆動装置であって、そのディスプレイを
構成する材料、構造により生じる固有の機械的共振周波
数を予め検出し、この予め検出された機械的共振周波数
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以外の周波数領域でＥＬディスプレイを駆動する駆動手
段を有するものである。
【００５７】また、好ましくは前記駆動手段は、少なく
とも入力される画像レート、走査周波数、表示画像内容
のいずれかの情報を検出し、前記機械的共振周波数以外
の周波数領域で駆動する。
【００５８】ここで、前記固有の機械的共振周波数は、
ディスプレイの駆動信号により発生する電歪－圧電現象
により生じた機械的振動により励振されるものである。
【００５９】また、前記駆動手段は、走査電極における
電圧印加極性反転タイミングを変更するように制御する
ことが好ましい。
【００６０】本発明に従えば、特にＥＬ素子の構造、構
成を変更することなく、線順次走査駆動において、駆動
交番電圧の反転周期を最低１フレム毎から最高１ライン
毎の間で適応的に変化させることにより、その反転周期
に依存た振動を、パネルが振動し易い共振周波数からず
らすことができ、結果的に耳障りな雑音を低減、抑制す
ることができる。
【００６１】また、フリッカを抑制することもできるの
で、騒音低減効果と併せて視認性も良好となる。
【００６２】図１に本発明装置の基本構成を示す。図示
例の装置は、無機蛍光材料によるエレクトロルミネッセ
ンス作用により所望の画像を表示可能なマトリクス型の
ＥＬパネル１と、走査電極を所定の電圧で駆動可能な走
査電極駆動回路２と、データ電極を所定の電圧で駆動可
能なデータ電極駆動回路３と、外部から与えられる表示
データを、パネルに表示可能な信号に変換／加工し、電
極駆動回路２、データ電極駆動回路３に、それぞれ走査
信号、データ信号を与える制御手段６とを有する。ま
た、データ信号から所望の情報を抽出可能して走査周波
数を制御する走査周波数制御信号を制御手段４に与える
データ信号解析手段５を備えている。
【００６３】そして、本発明の駆動手段は、主に制御手
段４とデータ信号解析手段５により構成されている。
【００６４】走査電極駆動回路２、データ電極駆動回路
３は、与えられた走査信号、データ信号により走査電
極、データ電極を駆動するために十分な電圧、電流を与
えるものである。走査電極駆動回路２、データ電極駆動
回路３は、所定の耐圧を有する公知のマトリクス駆動用
回路を応用することにより構成することができ、例えば
トランジスタやＦＥＴ、あるいは駆動用ＩＣ等を用いて
容易に構成することができる。
【００６５】制御手段４は、外部から与えられた画像デ
ータや制御データ等、必要な情報を受け取り、駆動回路
２，３に駆動用の信号を与えて、ディスプレイ１に適切
に画像が表示されるように制御する。また、データ信号
解析手段５とデータの授受を行い、走査周波数制御デー
タＳＦＤに従って、走査信号発生手段４１から生じる走
査信号の周波数を制御する。このような制御手段は、汎
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用のプロセッサを用いて構成してもよいし、マトリクス
ディスプレイ用の制御ＩＣを用いてもよい。また、ゲー
ト素子やプログラマブルゲートアレイ等を用いて構成し
てもよい。
【００６６】走査信号発生手段４１は、例えば、発振回
路、ＴＴＬ等公知の信号発生手段により発生した基準信
号を、分周期、カウンタ等により所望の周波数の信号と
したり、発信周波数、分周条件を変更したり、ＦＭ、Ｐ
ＷＭ変調などにより所定の走査周波数、階調制御を行え
ばよい。また、プロセッサを用いて必要な信号を発生さ
せるようにしてもよい。
【００６７】データ信号解析手段５は、表示される画像
データ信号に含まれる情報、例えば画像レート、走査周
波数、表示画像内容のいずれかの情報を抽出し、前記走
査信号発生手段４が、予め検知されたパネルの固有共振
周波数以外の周波数領域でパネルを駆動できるように必
要な情報を与える。
【００６８】具体的には、図２に示すような構成とすれ
ばよい。すなわち、図示例のデータ信号解析手段５は、
縦縞状況検出手段５２と、横縞状況検出手段５３と、水
平垂直画像相関判定手段５４と、極性反転周波数判定手
段５５とを有する。
【００６９】そして、表示画像が水平方向に強い相関性
を有すると判断した時、すなわち横縞中心や全面発光・
消灯等の画像の場合は極性反転周波数を速くするデータ
ＦＣＤを制御手段４に送出する。
【００７０】また、表示画像が垂直方向に強い相関性を
有すると判断した時、すなわち縦縞中心画像の場合で、
その縞幅が細かい場合にも極性反転周波数を速くするデ
ータＦＣＤを制御手段４に送出する。
【００７１】一方、表示画像が縦縞中心画像であり、か
つその縞幅が太い場合には極性反転周波数を遅くするデ
ータＦＣＤを制御手段４に送出する。
【００７２】縦縞状況検出手段５２は、水平バンドパス
フィルタ（ＢＰＦ）５２１と、積算器５２２と、水平位
置エッジ保持レジスタ５２３とを有する。同様に、横縞
状況検出手段５３は、垂直バンドパスフィルタ（ＢＰ
Ｆ）５３１と、積算器５３２と、垂直位置エッジ保持レ
ジスタ５３３とを有する。
【００７３】水平ＢＰＦ５２１および垂直ＢＰＦ５３１
は、画像の水平方向、垂直方向のエッジを抽出するフィ
ルタであり、１走査ライン上のエッジ成分を抽出する。
一般にディジタルフィルタで構成され、例えば遅延素
子、加算器、乗算器等を構成要素とする。
【００７４】続く積算器５２２，５３２、水平／垂直位
置エッジ保持レジスタ５２３，５３３にて水平／垂直方
向に並ぶ画素位置毎に、存在するエッジ成分を、総走査
ラインに渡って逐次積算していく。
【００７５】そして、１フレームに渡って上記操作を行
った後、水平／垂直位置エッジ保持レジスタ５２３，５
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３３のデータが出力され、水平垂直画像相関判定手段５
４により、画像データの垂直方向の相関性、及びその相
関の周波数特性、すなわち画像データ中の縦縞様の内容
の有無、その縦縞の太さの程度等について判断される。
【００７６】また、同時に、垂直方向に対しても同様に
して画像データの水平方向の相関性を検出し、画像デー
タに横縞様の内容の有無等について判断する。
【００７７】この判断結果は、極性周波数判断手段５５
に送出される。極性周波数判断手段５５は、表示画像デ
ータが水平方向に強い相関性を有すると判断した時、す
なわち横縞中心や全面発光・消灯等の画像データである
場合には極性反転周波数を速くするデータＦＣＤを制御
手段４に送出する。
【００７８】また、表示画像データが垂直方向に強い相
関性を有すると判断した時、すなわち縦縞中心画像の場
合で、その縞幅が細かい場合にも極性反転周波数を速く
するデータＦＣＤを制御手段４に送出する。
【００７９】一方、画像データが縦縞中心画像であり、
かつその縞幅が太い場合には極性反転周波数を遅くする
データＦＣＤを制御手段４に送出する。このような極性
反転周波数を速くしたり、遅くしたりする割合は、後述
するようにパネルの共振周波数あるいは雑音を生じる周
波数を求め、これから外れるような割合だけ速くしたり
すればよい。
【００８０】これらの操作は、通常、入力される画像デ
ータ１フレーム分を分析した後でないと判定できない。
従って、上記判定結果を、分析した画像に反映させるた
めには、画像データを分析時間分だけ遅延させる必要が
ある。このため、例えば表示用の画像データの１フレー
ム分、データ遅延手段５１、例えばフレームメモリやデ
ータレジスタにて遅延させて、制御手段４である表示駆
動系回路に送出するとよい。
【００８１】あるいは、通常ＥＬの交流駆動の対称性を
保つ為に、少なくとも同一フレーム画像を二回に渡って
駆動表示する必要があり、一般に用いられている制御手
段である表示駆動系回路内にも、フレーム単位のメモリ
を搭載している場合があり、これをそのまま利用しても
よい。
【００８２】このようなデータ遅延手段、例えばフレー
ムメモリが、判定器からの情報と、それを適用すべきフ
レーム画像に時間的に適用できるような使用法が可能で
あるならば、それを兼用することも可能である。
【００８３】このような、縦縞状況検出手段５２、横縞
状況検出手段５３および画像の水平方向垂直方向相関判
定手段５４、極性反転周波数判定手段５５は、汎用のプ
ロセッサ、ＤＳＰ等を用いて構成することもできるが、
ゲート素子、好ましくはプログラマブルゲートアレイ、
より好ましくはフィールド・プログラマブル・ゲートア
レイ（ＦＰＧＡ）等を用いたディジタル回路にて構成し
て用いるとよい。
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13
【００８４】これらの画像内容の判定、極性反転周波数
変更の判定は、対象とするELパネルによって判定の基準
が異なる。
【００８５】ここで、パネル自体はその形状、大きさ、
材料、構造等に依存した機械的に振動しやすい共振周波
数を持ち、これと前記駆動電圧の反転による振動周波数
が近い際にその振動は特に大きくなり、耳障りな雑音も
大きくなる結果となる。
【００８６】ゆえに、例えば使用するパネルの振動しや
すい共振周波数を、その形状、大きさ、材料等からあら
かじめ認知しておき、駆動電圧の反転周期をその周波数
帯域から遠ざけるようにする。これにより振動は小さく
なり、耳障りな雑音は低減される。
【００８７】それは予め対象パネルを交流駆動を満たす
範囲、即ち「１ライン毎の極性反転」から「１フレーム
毎の極性反転」までの範囲で駆動させてやり、かつ代表
的な表示内容も幾つか用意し、各々の表示における振動
レベル測定、及びフリッカ感の測定を行い、その結果得
られたデータにより判定基準を設けて対応するようにす
る。
【００８８】あるいはパネル近傍にマイクロフォンを装
備させ、リアルタイムに可聴域の音圧を取得し、そのレ
ベルが下がる方向に極性反転周波数を交流駆動を満たす
範囲内で適応的に変更することにより、振動を抑制する
ことも可能である。
【００８９】また、マイクロフィンの代わりに圧電素
子、磁歪素子を設けて振動、歪みを検出してもよい。
【００９０】本発明の駆動装置、駆動方法により駆動さ
れるＥＬディスプレイとしては、公知のＥＬディスプレ
イの何れも用いることができる。例えば、ＥＬ素子とし
て代表的な２重絶縁型薄膜ＥＬ素子を例示することがで
きる。
【００９１】この薄膜ＥＬ素子は、液晶ディスプレイや
ＰＤＰ等に用いられている青板ガラスなどの透明基板上
に、膜厚０．２μｍ～１μｍ程度のＩＴＯなどからなり
所定のストライプ状のパターンに形成された透明電極
層、薄膜透明第１絶縁体層、膜厚０．２μｍ～１μｍ程
度の発光層、薄膜透明第２絶縁体層とが積層され、さら
に前記透明電極層と直交するようにストライプ状にパタ
ーニングされたＡｌ薄膜等の金属電極層が形成されてい
る。
【００９２】そして、透明電極層と金属電極層とのマト
リックスで選択された特定の発光体に電圧を電源より選
択的に印加することにより、特定画素の発光体を発光さ
せ、その発光を基板側から取り出すものである。
【００９３】薄膜絶縁体層は、発光層内を流れる電流を
制限する機能を有し、薄膜ＥＬ素子の絶縁破壊を抑える
ことが可能であり、安定な発光特性が得られるように作
用する。このため、この構造の薄膜ＥＬ素子は商業的に
も広く実用化されている。 *
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*【００９４】上記の薄膜透明絶縁体層は、通常Ｙ
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 等の透明誘電

体薄膜が、スパッタリングや蒸着等により約０．１～１
μｍ程度の膜厚でそれぞれ形成されている。
【００９５】発光体材料としては黄橙色発光を示すＭｎ
を添加したＺｎＳが、成膜のしやすさ、発光特性の観点
から主に用いられてきた。カラーディスプレーを作製す
るには、赤色，緑色、青色の３原色に発光する発光体材
料の採用が不可欠である。これらの材料としては青色発
光のＣｅを添加したＳｒＳやＴｍを添加したＺｎＳ、赤
色発光のＳｍを添加したＺｎＳやＥｕを添加したＣａ
Ｓ、緑色発光のＴｂを添加したＺｎＳやＣｅを添加した
ＣａＳなどが知られている。
【００９６】また、月刊ディスプレイ ’９８  ４月号
「最近のディスプレイの技術動向」田中省作ｐ１～１０
には、赤色発光を得る材料として、ＺｎＳ、Ｍｎ／Ｃｄ
ＳＳｅ等、緑色発光を得る材料として、ＺｎＳ：ＴｂＯ
Ｆ、ＺｎＳ：Ｔｂ等、青色発光を得るための材料とし
て、ＳｒＳ：Ｃｒ、（ＳｒＳ：Ｃｅ／ＺｎＳ）ｎ、Ｃａ

2
Ｇａ

2
Ｓ
4
：Ｃｅ、Ｓｒ

2
Ｇａ

2
Ｓ
4
：Ｃｅ等をの発光材料

が開示されている。また、白色発光を得るものとして、
ＳｒＳ：Ｃｅ／ＺｎＳ：Ｍｎ等の発光材料が開示されて
いる。
【００９７】また、上記構成の他、下部絶縁層を厚膜誘
電体層としてもよい。この場合、基板は光透過性を有す
るものである必要はなく、アルミナなどのセラミック基
板を用いてもよい。さらに、厚膜誘電体層状には、ゾル
－ゲル法あるいはこれと近似する手法により、ＰＺＴ等
の誘電体層を形成してもよい。
【００９８】
【発明の効果】以上のように本発明によれば、コストの
増大、消費電力の増大を極力抑え、物理的な大きさの増
大も少なく、耳障りな雑音の発生を抑制可能なＥＬディ
スプレイパネルを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明装置の基本構成を示したブロック構成図
である。
【図２】本発明装置のデータ信号回析手段の構成例を示
したブロック構成図である。
【図３】ＥＬパネルにおける線順次走査駆動の様子を示
した電圧波形図である。
【図４】ＥＬパネルのスペクトルを示した図である。
【図５】ＥＬパネルのスペクトルを示した図である。
【図６】ＥＬパネルのスペクトルを示した図である。
【図７】ＥＬパネルのスペクトルを示した図である。
【図８】ＥＬパネルのスペクトルを示した図である。
【図９】ＥＬパネルのスペクトルを示した図である。
【図１０】ＥＬパネルのスペクトルを示した図である。
【図１１】ＥＬパネルに印加した縦縞画像データを表示
した状態を示す図図面代用写真である。
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【図１２】ＥＬパネルに印加した横縞画像データを表示
した状態を示す図図面代用写真である。
【図１３】ＥＬパネルに印加した細かい縦縞画像データ
を表示した状態を示す図図面代用写真である。
【符号の説明】
１    ＥＬパネル *
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*２    走査電極駆動回路
３    データ電極駆動回路
４    制御手段
５    データ信号解析手段

【図１】 【図２】

【図３】
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【図４】

【図５】

【図６】
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【図７】

【図８】

【図９】
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【図１０】

【図１１】
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【図１２】

【図１３】
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